











































































































































































































































































1916（大正 5）年 20人 412,061蛾 3,443枚 7,564枚 45位 23,031戸 30.9％ 101,969貫
19（ 〃　8）年 6 127,083 1,441,110蛾 1,568,193蛾 43 22,940 32.8 134,440
21（ 〃 10）年 6 52,151 1,133,947 1,186,098 43 17,859 28.1 143,140
24（ 〃 13）年 5 143,392 3,118,990 3,262,382 39 22,928 33.4 270,446
27（昭和 2）年 7 168,464 5,067,172 5,235,636 36 33,360 48.9 628,798
29（ 〃  4）年 7 150,810 4,659,256 4,810,066 38 34,893 50.9 758,546
31（ 〃  6）年 8 45,394瓦 1,518,832瓦 1,564,226瓦 36 34,078 49.7 747,437
33（ 〃  8）年 6 65,196蛾 2,950,884 2,972,713 27 34,891 51.8 865,215
35（ 〃 10）年 5 475,744 3,485,910 3,645,199 19 32,875 49.9 735,608

























































































































































































































1919（大正 8）年 47,747 枚 36 位 33,778 枚 141 ％
20（ 〃　9）年 35,000 61 33,703 104 
21（ 〃 10）年 46,066 28 30,622 150 
22（ 〃 11）年 56,117 35,437 158 
23（ 〃 12）年 85,978 12 40,075 215 
24（ 〃 13）年 112,357 10 49,809 226 
25（ 〃 14）年 149,863 9 62,682 239 
26（ 〃 15）年 125,762 9 84,065 150 
27（昭和 2）年 167,851 8 103,789 162 
28（ 〃　3）年 165,288 6 107,987 153 
29（ 〃　4）年 150,967 7 124,187 122 
30（ 〃　5）年 3,642,024 蛾 13 114,668 113 
31（ 〃　6）年 （1,077,450）瓦 15 1,027,610 瓦 105 
32（ 〃　7）年 （2,184,143） 5 1,054,473 207 
33（ 〃　8）年 （2,511,053） 7 1,279,971 196 
34（ 〃　9）年 （3,133,684） 5 1,227,284 255 
35（ 〃 10）年 （2,885,589） 4 1,099,182 263 
36（ 〃 11）年 （2,311,013） 6 962,326 240 




























































製造者名 郡町村 企業形態 原蚕種 普通蚕種 原蚕分場数
片倉製糸紡績㈱佐賀蚕種製造所 小城郡小城町 株式 60,116蛾 1,077,452瓦 418戸
佐賀蚕種合資会社 東松浦郡久里村 合資 67,704 336,781 424
報国蚕業株式会社 藤津郡鹿島町 株式 8,204 68,953 57
力久袈裟一 　〃　浜町 〃 1,064 22,851 13
真名子宅太郎 西松浦郡大川村 個人 140 7,565 ―
橋本正雄 佐賀市 〃 84 7,415 ―
永田　清 東松浦郡鏡村 合資 ― 7,406 1
平山卯市 藤津郡大浦村 株式 861 5,256 8






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（注）1．取締役の就任期間は、1933 年 12 月 26 日～ 35 年 7 月 30 日。以降、再選見込み。
　　 2．監査役の就任時期は、1938 年頃。
（資料） 『昭和十一年度　取締役会議案綴　本店庶務課』、片倉製糸紡績株式会社考査課編『片倉製糸紡績株
式会社二十年誌』1941 年、459 頁、内尾直二編『第十一版　人事興信録』（人事興信所、1938 年）、
谷元二『第十三版　大衆人事録』（帝国秘密探偵社・国勢協会、1940年）、『第四十版　銀行会社要録』（東
京興信所、1936 年）、小城郡教育会編『小城郡誌』（名著出版、1974 年）、『佐賀銀行史』（佐賀銀行、































































































































































































































































































































































































































































































































採種室 梁間 6.0、 桁行 10.0 木造2階建 新築 延坪 120 坪 坪当 40 円 4,800 円
試験蚕室 梁間 4.5、 桁行 2.5 木造2階建 増築  〃 22 坪 5  〃 30 円 675 円
荷受所 梁間 1.5、 桁行 11.0 木造平屋建 新築 建坪 16 坪 5 〃  〃 495 円
女子寄宿舎 梁間 5.0、 桁行 12.0 木造2階建 新築 延坪 120 坪  〃 50 円 6,000 円
食堂 梁間 5.0、 桁行 13.5 木造平屋建 新築 建坪 67 坪 5  〃 40 円 2,700 円
炊事物置 梁間 3.0、 桁行 5.0 木造平屋建 改築  〃 15 坪  〃 20 円 300 円
炊事人寄宿舎 梁間 2.0、 桁行 2.5 木造平屋建 改築  〃 5 坪  〃 25 円 125 円
諸家屋取毀費其他 延坪 94 坪 5 95 円
合　　計 15,190 円
（資料）『昭和十年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡績株式会社』。より作成。
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佐賀蚕種製造所の設立以来、蚕種製造量の増加
に伴い、従来の設備の不完全、欠陥の改善と増
加する従業員のための寄宿舎、食堂の増改築が
必要であった。採種室、試験蚕室、荷受所、女
子寄宿舎、食堂、炊事物置、炊事人寄宿舎、諸
家屋取毀費その他合せて工費15,190円に上る。
この案件は、片倉製糸取締役会において「可
決」をみる。
以上毎年のように、片倉佐賀蚕種製造所の建
物設備の拡充が進められていた。
更に片倉製糸は、1940（昭和15）年6月18
日開催の取締役会において、片倉佐賀蚕種製造
所の蚕種庫増設を審議している（139）。この増設
理由は、「越年種七万個ヲ完全保護スルニハ天
井高一二尺収容面積六〇坪ヲ要スルモ現蚕種庫
ハ二階建四八坪狭隘且天井高低ク構造不完全ニ
シテ階上ニ於テハ夏季八五度ニ昇リ本年ハ不取
敢送風装置ヲ設ケタルモ保護ノ完避ヲ期シ難キ
ヲ以テ外周ヲ煉瓦壁ト為シ内庫壁トノ間ニハ三
尺五寸天井ト屋根トノ間ニハ五尺ノ間隔ヲ設ケ
内庫ハ木骨両面嵌板張リ鋸屑詰トナシ外温ノ影
響ヲ防止シタシ」というものであった。この蚕
種庫（梁間6間52、桁行13間53）は、外周煉
瓦積瓦葺平屋建1棟88坪4、内庫共（単価154
円32銭）、工費13,642円である。この蚕種庫増
設案件は、片倉製糸取締役会において「可決」
する。従来の蚕種庫の手狭と構造上の不備、欠
陥は、この増設によって、改善されることにな
った。
片倉製糸が佐賀県是蚕業㈱の事業継承以来、
片倉佐賀蚕種製造所の建物設備は、一新される
ことになったといえよう。
尚、片倉佐賀蚕種製造所は、1942（昭和17）
年度の蚕種製造（2,178,000グラム）を最後に
製造を終了する（140）。佐賀県是蚕業株式会社は、
戦時期の1943（昭和18）年2月3日開催の片倉
製糸取締役会において、日本航空機㈱に売却の
件を議決し（141）、同月13日に日東航機工業㈱へ
賃貸されることになる。
おわりに
片倉組（片倉製糸）は佐賀県に進出し、鳥栖
製糸所と小城郡是製糸所を設立する。鳥栖・小
城郡是両製糸所は、佐賀県内の近代的大規模製
糸工場で、佐賀県製糸高の9割台を占めるほど、
圧倒的優位を確立していた。鳥栖製糸所は、佐
賀県と福岡県を中心に九州地方から、小城郡是
製糸所は、佐賀県3郡（小城郡、杵島郡、佐賀
郡）を中心に、各郡農会と市町村単位に特約取
引を行い、大量集繭体制を構築する。佐賀県は、
両製糸所の主要収繭基盤であった。
鳥栖製糸所、小城郡是製糸所共に特約取引は
高度に展開するものの、鳥栖製糸所においては、
特約組合（員）を指導する蚕業技術員は町村又
は農会所属であったが、十分な人数を確保する
には至らなかった。また小城郡是製糸所の場合
は、蚕業技術員は大部分が組合指導員であった。
町村又は農会所属の蚕業技術員は少なく、この
ため小城郡是製糸所は、特約組合指導員講習会
を開催して、組合指導員を養成していたのであ
る。
鳥栖製糸所と小城郡是製糸所が特約組合配布
蚕種は、佐賀県是蚕業㈱に供給を仰ぎ、片倉社
製蚕種は、僅かであった。佐賀県是蚕業㈱は、
1918（大正7）年に佐賀県農会の主導によって
設立する。片倉組が佐賀県是蚕業㈱の大株主と
して関与していたが、此れを以て同社の経営支
配権を確立したとは言い難い。片倉製糸側から
同社役員派遣や貸付金供給などを示す資料及び
記述は、見い出せない。片倉組（片倉製糸）は、
アドバイザー的役割を果していたにすぎないの
であろう。鳥栖製糸所長の野崎熊次郎が同社顧
問に就任しているにとどまる。佐賀県内蚕種製
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造業者20数名を糾合して組織した佐賀県是蚕
業㈱の蚕種製造高は、1927（昭和2）年にピー
クを迎えるまで急増していくが、その後減少に
向い、昭和恐慌期に入り一段と減少する。佐賀
県是蚕業㈱は、経営危機に直面していた。此に
至り佐賀県是蚕業㈱は経営再建を模索し、一時
片倉製糸による買収案も俎上するが、結局5 ヶ
年の賃貸借契約で同社事業を片倉製糸が継承す
ることになり、片倉製糸紡績㈱佐賀蚕種製造所
（片倉佐賀蚕種製造所）を設立する。
片倉佐賀蚕種製造所の蚕種製造高は、事業継
承以前よりも大幅に増加し、1934（昭和9）年
には300万グラムを超える。同所蚕種製造高は、
全国順位でみると最高で第4位まで上昇する。
片倉佐賀蚕種製造所の製造蚕品種は、「熊本分
離白1号」の改良種である「分離白1号」と片
倉製糸育成の「満月」の交雑種を中心に春、初
秋、晩秋各期を通じて多用された。九州地方片
倉製糸諸工場へ同所製造蚕種が配給される。
片倉製糸は、佐賀県是蚕業㈱の株式所有を高
め、1933（昭和8）年9月には同社株式を1,948
株所有まで増加する。同社株式総数の65％を
占める。この外に604株を一時引受け形式をと
り、前所有者、地方関係組合等に分譲すること
とした。合せると2,552株となり、同社総株数
の85％に達する。
持株数を増加した1933年末には、片倉製糸は、
佐賀県是蚕業㈱の経営体制を一新する。片倉製
糸側からは、同社代表取締役社長に片倉製糸紡
績㈱取締役社長の今井五介が就任する。専務取
締役には、九州地方片倉製糸諸工場の統括者
（九州幹事、前九州監督）及び平取締役に九州
地方の片倉有力製糸工場長や片倉佐賀蚕種製造
所長が各就任する。地元側からは、副社長（2
名）に佐賀県会議員や衆議院議員経験者で、マ
スコミ界の有力者、佐賀県農会・財界有力者を
配置する。両名は党派別にみると、政友会と民
政党に分れ、二大政党のバランスをとった布陣
である。平取締役には、東松浦郡、神埼郡、小
城郡、佐賀郡、藤津郡、杵島郡等の佐賀県諸郡
の農会・農業団体有力者、佐賀県会議員中心に
構成される。佐賀県是蚕業㈱の主要役員ポスト
は、片倉製糸側にて掌握していた。
片倉佐賀蚕種製造所長の大櫛平三郎が佐賀県
是蚕業㈱の平取締役に就任する。大櫛は、片倉
製糸入社前の熊本県蚕業試験場長時代に「分離
白1号」を育成したことで夙に知られていた。
片倉製糸入社後に大櫛平三郎は、「分離白1号」
の改良と片倉普及団の小針喜三郎が育成した
「満月」との組み合せの研究を進めている。こ
の交雑種「分離白×満月」は、解舒、糸質、
糸量に優れた特性を持ち、片倉製糸に止まらず、
日本蚕糸業の発展に大きく貢献したことは疑い
ないところである。
監査役については、地元側は、佐賀県佐賀郡
及び西松浦郡農業団体有力者（佐賀県会議員兼
務を含む）である。片倉製糸側は、九州地方の
有力片倉製糸傍系会社の工場長である。片倉製
糸側の役員は、経営者として定評のある今井社
長のほか、経験豊富で有能な幹部社員であった。
佐賀県是蚕業㈱の役員は、その後地元側を中
心に大幅な交替が生じている。片倉製糸側では、
今井五介の社長継続以外では、主な交替として
は専務取締役に大櫛平三郎が就任する。大櫛平
三郎が佐賀県是蚕業㈱の実質的な経営責任者と
なったといえよう。地元側では、副社長1名と
平取締役6名が就任する。この平取締役は、佐
賀県会議員やその経験者及び農業団体（農会）
有力者などであった。
片倉製糸による佐賀県是蚕業㈱の事業継承は、
片倉製糸の下で事業の立直しと発展が図られる
ことになった。換言すれば、片倉製糸が地方支
配体制の維持に与したことになる。一方で、地
方支配体制の上に片倉製糸の事業が安定的に遂
片倉製糸の九州地方における蚕種製造・配給体制～ 佐賀県是蚕業株式会社を事例に ～
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行できたのである。
片倉佐賀蚕種製造所の蚕種製造高の増加は、
建物設備の拡充、増改築を伴い、建物設備は、
一新されることになった。
片倉製糸と委任経営契約を結ぶ九州蚕種株式
会社の事業に関しては、別稿を用意したい。
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（24）前掲『佐賀県農業史』507頁。前掲鳥栖市
役所編『鳥栖市史』836頁。
（25）農商務省農務局編『大正十二年二月　蚕種
製造ヲ為ス会社組合其ノ他ノ団体ニ関スル調
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蚕種製造ヲ為ス会社、組合其ノ他ノ団体調』36
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（27）同上、43頁。
（28）農林省蚕糸局編『昭和五年三月　蚕種製造
ヲ為ス会社、組合其ノ他ノ団体調』36頁。
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社』。
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会社庶務課』。
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株式会社庶務課』。
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（52）小城郡教育会編『小城郡誌』（復刻版）、名
著出版、1973年、229頁。
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（58）農林省蚕糸局編『昭和六年　生糸製造者及
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ノ蚕種製造状況ニ関スル調査』。
（59）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
株式会社庶務課』。
（60）1932年の佐賀県蚕業試験場の原蚕種製造品
種は、国蚕支13、14、15、105、106号、国蚕
欧9、16、17、18号、国蚕日7、110号、正白の
12蚕品種であった（農林省蚕糸局編『昭和七
年度　蚕糸業ニ関スル道府県ノ施設概要』260
頁。
（61）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締役
会議案綴　本店庶務課』。
（62）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
株式会社庶務課』。
（63）『昭和八年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡
績株式会社庶務課』。
（64）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（65）同上。
（66）各年度「全国蚕種製造家番附」（『蚕業新報』
蚕業新報社、所収）。
（67）「昭和十年一月蚕品種別生糸成績調査　片倉
製糸紡績㈱横浜出張所」（『昭和十年二月　所長
会議記録　庶務課』所収）。
（68）『昭和八年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡
績株式会社庶務課』。
（69）翌々 35年11月28日開催の片倉製糸取締役
会において、佐賀県是蚕業㈱に関する議案資料
の中に株式3千株中片倉製糸持株は、2,552株
（総株式数の85％）の記述がある。（『昭和十年
度　取締役会議案綴　庶務課』）。上記約600株
は、この持株数から正確には604株、合せて
2,552株となる。
（70）同上。
（71）『昭和七年度　取締役会議案　片倉製糸紡績
株式会社』。
（72）『昭和八年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡
績株式会社庶務課』。
（73）同上。
（74）『昭和十年度　取締役会議案綴　片倉製糸紡
績株式会社』。
（75）社団法人私立佐賀郡教育会編『佐賀郡誌』
（復刻版）、名著出版、1973年、158頁。『佐賀
県農業団体史』佐賀県農業協同組合中央会、
1963年66、126頁。『第拾貳版 帝国銀行会社要
録』（大正拾参年度）、帝国興信所、1924年、
「佐賀県」12、15頁。
（76）大和町史編さん委員会編『大和町史』大和
町教育委員会、1975年、325頁。富谷益蔵『佐
賀県官民肖像録』博進社、1915年、223頁。佐
賀県議会史編纂委員会編『佐賀県議会史』下巻、
佐賀県議会事務局、1958年、836頁。
（77）『昭和十一年度　取締役会議案綴　本店庶務
課』。
（78）前掲小城郡教育会編『小城郡誌』206頁。
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次全国製糸工場調査』（大正6年度）、230頁。
（80）前掲『第拾貳版 帝国銀行会社要録』（大正
拾参年度）、「佐賀県」1、15頁。『佐賀銀行史』
佐賀銀行、1971年、38頁。『佐賀銀行百年史』
佐賀銀行、1982年、132頁。
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史』下巻、832頁。
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上巻、佐賀県議会事務局、1958年、「歴代議長」。
（85）武雄市史編纂委員会編『武雄市史』中巻、
武雄市、1973年、376～377頁。
（86）片倉製糸紡績㈱『株主名簿』（第10期2頁、
第17期2頁）。
（87）『昭和五年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
会社庶務課』。
（88）谷　元二『第十三版　大衆人事録』帝国秘
密探偵社、国勢協会、1940年、「佐賀」4頁。
栗山賚四郎は、佐賀県の堺　時中（農業）4男で、
栗山延光の養子となる。妻（ツサ）は、養父延
光の3女である。
（89）前掲神埼町史編さん委員会編『神埼町史』
699頁。前掲佐賀県議会史編纂委員会編『佐賀
県議会史』下巻、831頁。
（90）前掲佐賀県議会史編纂委員会編『佐賀県議
会史』上巻、「歴代議長」。
（91）前掲武雄市史編纂委員会編『武雄市史』中
巻、377頁。
（92）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
株式会社庶務課』。『昭和七年度　取締役会議案
　片倉製糸紡績株式会社』。
（93）前掲小城郡教育会編『小城郡誌』207、252、
321～322頁。『第八版 帝国銀行会社要録』「佐
賀県」6頁。小城町史編集委員会編『小城町史』
小城町役場、1974年、406、424頁
（94）『昭和四年度　重要記録　片倉製糸紡績会
社』。
（95）『昭和六年度　重要事項記録　片倉製糸紡績
株式会社庶務課』。
（96）前掲小城郡教育会編『小城郡誌』251、253
頁。
（97）前掲『第拾貳版 帝国銀行会社要録』（大正
拾参年度）、「佐賀県」7、13頁。高瀬末吉編
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会議（於・佐賀市公会堂）優良局表彰（管内
13県の優良成績局として表彰旗授与）される。
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益蔵『佐賀県官民肖像録』161頁。川副町誌編
纂委員会編『川副町誌』川副町誌編纂事務局、
1979年、396頁。『第拾貳版 帝国銀行会社要録』
「佐賀県」11頁。尚、佐賀塗料製造㈱の監査役
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和前期）361頁。前掲『佐賀県農協三十年のあ
ゆみ』66、485頁。
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48頁。
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『第四十一版 銀行会社要録』「佐賀県」6頁）
である。
（133）前掲小城郡教育会編『小城郡誌』229頁。
（134）『自昭和五年一月至昭和六年十二月　取締
役会議案綴　本店庶務課』。
（135）同上。
（136）『昭和七年度　取締役会議案　片倉製糸紡
績株式会社』。
（137）『昭和八年度　取締役会議案綴　片倉製糸
紡績株式会社庶務課』。
（138）『自昭和八年九月至昭和十年十二月　取締
役会議案綴　庶務課』。
（139）『昭和十五年分　取締役会議案綴　本店庶
務課』。
（140）『片倉工業株式会社三十年誌』片倉工業株
式会社調査課、1951年、57頁。
（141）同上、「年表」9頁。
〔付記〕 本稿使用資料の収集において、専修大
学図書課の中田真美子氏にお世話にな
った。記して厚くお礼を申し上げる。
